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概  要 

 

超高効率エネルギー変換を可能とする次世代プロトン伝導セラミックセル

（PCC）の実用化に向けて、ナノ複合電極材料による構造制御技術・部材の

組成制御技術を開発し、低コスト化に直結する高性能化に成功した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

PCC は、セラミックス型としては比較的低温（400～600℃、従来は 800℃）

で作動するため、電極の活性や電解質の導電率の向上が課題であった。本開発

技術により、従来の燃料電池・電気分解技術と同等の性能を達成し、高いエネ

ルギー変換効率に加えて、コスト競争力のあるデバイスを実現した。 

本技術の 

有用性 

製造コストとランニングコストに優れた燃料電池（高効率発電）や電気分解（高

効率水素製造）技術として水素社会の実現に貢献できる。更なる高性能化と低

温作動化が実現すれば、燃料・アンモニア合成への適用なども期待できる。 

関連情報 

（図・表・写真等） 
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ナノ複合電極を搭載した PCC の概念図（図は燃料電池による発電） 

適用可能製品 

産業分野：セラミックス製造業、ガス・電力等のエネルギー産業、自動車産業 

適用製品：燃料電池、水素製造電気分解、水素コンプレッサー、水素分離膜、

燃料・アンモニア合成リアクター 
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